
視点１ 視点２ 視点３

〇本時の具体的なめあてを掲示し、一人
ひとりの児童がめあてについて振り返り
を行う時間を毎時間設定する。
○振り返りの時間の中で学びを充実させ
るとともに、自己肯定感や次の学びへの
意欲等を高めていく。

令和７年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況 ■授業革新推進に向けた、指導上の課題

○意欲的に学習に取り組む児童が多い。
○自分の考えをもち、表現することに苦手意識をもつ児童が
多い傾向がある。
〇板橋区授業スタンダードに則り、学習のめあてをもち、振
り返りを行う一連の学習の流れが身に付いている。一方で、
基礎的な学力の差が大きく、自力解決の力が育っていない児
童が一定数いる。
○「全国学力・学習状況調査」の結果から、情報を正しく読
み取ったり、活用したりする力が課題といえる。

○児童が主体的に学習に取り組む時間（考える、伝える、書
く等）や、本時のめあてについて児童自身が振り返る時間は
設けているが、自力解決の力が十分には、育っていない。
○Ｉnput（認識）Ｔhink（思考）Ｏutput（表現）の１単位
時間の流れを意識した、授業をする必要がある。
○ＩＣＴ機器、デジタル教材等を効果的に活動した授業の取
組について、継続的に研修や情報交換を行う必要がある。

板橋区立 学校志村第四小

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

○児童一人ひとりに基礎的・基本的な学力の定着を図る。
・漢字や計算等のモジュール学習、東京ベーシックドリル、タブレットの学習材（すららドリル）等の有効的な活用。
・習熟度別少人数指導（算数）と教科担任制（高学年）の実施。
・学力向上推進週間の取組（全教職員）、親子でチャレンジ学力向上推進週間の取組、家庭学習の習慣化。
・読書活動や言語活動の充実（読書旬間、朝読書、読み聞かせ等）。
〇主体的に課題を解決しようとする児童の育成を目指す。
・校内研究で特別活動を研究テーマとし、３つの資質・能力「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」を育成するために互いのよさを認め合いながら合意形成す
る力が付くようにする。
・問題解決型・探究的な学習を中心とした児童の主体的・対話的な学習を基に、柔軟な思考力・的確な判断力・豊かな表現力等、生涯学習の基礎を培うことをねらう。
・「板橋区授業スタンダード」に基づいた授業を継続的に実践する。

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードの徹底 読み解く力の育成 特別活動との連携

〇教材研究をする際の視点として活用し、児
童が文章を読む際につまずきそうな部分を確
認する。
〇文章を書く活動では主述に気を付けさせた
り、語句を正しく使うよう声をかけたりする
ことで、文章を正確に書いたり読んだりでき
るようにする。

〇学びのエリアで授業規律について共通理解
し、児童及び教員間の交流や連携を通して、円
滑な接続やよりよい成長へとつなげていけるよ
うにする。
〇小中一貫を見通した環境教育の推進やキャリ
ア教育の充実を図る。総合的な学習を中心とし
ながら、適宜指導計画に基づいた授業実践を行
う。
〇社会科、生活科、総合的な学習の時間、道徳
科を中心として郷土愛の育成に努める。地域人
材、学校支援地域本部のボランティア人材を積
極的に活用し、更なる学習環境の充実を図る。

〇教科横断的な視点で教育課程を編成する。具体的
には、スタートカリキュラムを意識した、生活科を
中心とした合科的・関連的な指導の充実を図る。ま
た、全学年において他教科における学びを生かし、
学校行事とも連動させていく。
〇ＰＤＣＡサイクルを意識しながら授業改善を行
う。情報活用力や問題解決能力を高めるために、
日々の実践について計画、実施、評価、改善を繰り
返し、長期的な展望をもちながらカリキュラムの改
善を進めていく。そのために、授業研究の機会、学
校評価、児童の振り返りを活用する等していく。
〇教科、学年の枠にとらわれないＯＪＴの場を設定
し、日常的な授業力の向上を図る。

〇学びを深めるためのツールとして、１人１台
端末を活用していく。具体的な場面として「資
料の共有」「意見の交流」「配布された課題の
提出」「情報収集」「発表用の資料作成「共同
編集・作成」がある。
〇「志村第四小タブレットルール」を周知し、
モラルについて指導する。
〇指導の個別化と学習の個性化を意識し、児童
が主体性をもって学ぶことのできる場を設定し
ていく。また、自力解決と集団解決の時間を確
保し、１単位時間の中で学習の流れが作られる
よう、志四研修（教員研修）を実施することで
職員間の共有を図っていく。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進
板橋のiカリキュラムの活用

カリキュラム・マネジメントの推進
ＩＣＴ環境の適切な維持と活用

個別最適な学び・協働的な学びの実現

○学級会の流れを理解し、合意形成する
力の向上を図る。
○学校行事と関連して、主体的に議題を
提案したり、話し合ったりすることがで
きる環境を作る。


